Review of the Five-Year Research Project by 飯尾 秀幸


























日　時：2014 年 11 月 29 日（土）13：00 ～ 17：00
















日　時：2015 年 7 月 18 日（土）13：00 ～ 18：00














日　時：2015 年 11 月 7 日（土）13：00 ～ 17：00














日　時：2016 年 7 月 16 日（土）13：00 ～ 18：30
















日　時：2016 年 11 月 19 日（土）13：00 ～ 17：30















〈 188 〉5 年間の研究活動を振り返って
日　時：2017 年 7 月 15 日（土）　13：00 ～ 17：30














日　時：2017 年 11 月 18 日（土）13：00 ～ 17：30















日　時：2018 年 7 月 14 日（土）　13：00 ～ 17：30
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日　時：2018 年 11 月 17 日（土）　10：30 ～ 17：30


















日　時：2014 年 12 月 16 日（火）12：20 ～ 13：00





日　時：2015 年 2 月 23 日（月）13：30 ～ 14：30
〈 190 〉5 年間の研究活動を振り返って






日　時：2015 年 7 月 16 日（木）16：30 ～ 18：00





日　時：2016 年 1 月 26 日（火）13：30 ～ 14：40
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日　時：2016 年 7 月 17 日（日）13：00 ～ 16：30









日　時：2017 年 1 月 30 日（月）13：00 ～ 17：30












日　時：2017 年 11 月 19 日（日）10：00 ～ 14：00










日　時：2018 年 7 月 15 日（日）10：00 ～ 13：00
〈 192 〉5 年間の研究活動を振り返って





日　時：2019 年 2 月 7 日（木）13：00 ～ 18：00

















日　　時：2016 年 8 月 16 日（火）～ 8 月 20 日（土）
調査地点：国立晋州博物館・東亜大学校・東亜大学校博物館
▪中国（湖南省）の調査
日　　時：2016 年 12 月 26 日（月）～ 12 月 30 日（金）
調査地点：里耶秦簡博物館・湖南大学嶽麓書院・長沙簡牘博物館
▪群馬県（高崎市・前橋市）の調査
日　　時：2017 年 8 月 2 日（水）
調査地点：金井遺跡群、群馬県埋蔵文化財調査事業団
▪ベトナム（ホイアン・ハノイ）の調査
日　　時：2017 年 12 月 26 日（火）～ 12 月 30 日（土） 
調査地点： ホイアン市街・歴史文化博物館・ミーソン遺跡、ハノイベトナム国家大学ハノイ校・
タンロン遺跡・ルイロウ視察
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４．研究成果公開のための刊行物発行 
【2014 年度】
▪『古代東ユーラシア研究センター年報』第 1 号　2015 年 3 月発行
【2015 年度】
▪『古代東ユーラシア研究センター年報』第 2 号　2016 年 3 月発行
【2016 年度】
▪『古代東ユーラシア研究センター年報』第 3 号　2017 年 3 月発行
【2017 年度】
▪『古代東ユーラシア研究センター年報』第 4 号　2018 年 3 月発行
【2018 年度】




























































































2018 年度（5 年目）前半は、墓葬の形式という考古学の成果に基づいて 4 ～ 5 世紀における中
国の動乱によって引き起こされた漢族の内陸アジアへの移住の実態、および香木の流通ルートを
中心に東ユーラシアにおけるソグド人による東西交易の実態、さらに朝鮮半島（馬韓・百済王権）
〈 196 〉5 年間の研究活動を振り返って
と中国南朝との交流の実態を検討し、前年度にその重要性が再確認された交易を視点として、東
ユーラシア内での東西の「人流」の具体的なあり方を議論した。後半では、古代中国とベトナム
北部の交州社会、交州社会内部における諸関係の実態、また 13 ～ 14 世紀におけるベトナム北部・













Ａ、ＰＤとして 6 名を採用した。このうちＲＡの 1 名が 2017 年 4 月に博物館の非常勤学芸員に、
またＲＡの 1 名が 2018 年 4 月に石川県立美術館の学芸員として採用された。また、2018 年 6 月
にＰＤの 1 名が歴史学会の全国組織である歴史学研究会委員会委員に就任し、さらに同年 9 月よ
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ある研究拠点としての役割は、これからも継続・発展させていかなければならない。
幸い、本学の社会知性開発研究センターにおいて、本センターは規模を小さくしながらも研究
拠点として継続することとなった。この後継センターの研究テーマは、上記の問題意識に基づい
て、「東ユーラシアにおける東アジア世界－中心と周縁を視点として－」とした。これを拠点と
して残された問題や新たな課題を追究していこうと考えている。この研究計画に理解を示してく
れた社会知性開発研究センターに感謝を申し上げるとともに、これまで古代東ユーラシア研究セ
ンターの取り組みを支えてくれたすべての方々に、今後ともご支援、ご協力をお願いしたい。
